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卜骨（第 1 期）「甲午卜□。丙申□」（図１）
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図1　 図 2　

横の線が先「甲」「午」S 字線 逆 S の線

「丙」
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卜骨（第３・４期）「□后且（祖）＝乙」（図３）

石谷

図 3　 図 4　

母の形 「后」

逆さになった子ども

縦の線

横の線

一番奥の横線

端の縦線
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卜骨（第４期）「癸丑貞、旬亡禍。癸亥貞、旬亡禍」

（図５）

石谷

図 6　図 5　

右上から左下

左上から右下

斜めの線「癸」

「丑」

途中で離される

斜めの線
横の線

縦の線

新しい線

平行する線

「旬」
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卜骨（第４期）「癸□貞、□□□。癸子（巳）貞、

旬亡禍。癸卯貞、旬亡禍」（図７）
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図7　 図 8　

「貞」

「旬」

「貞」

「旬」

横の線
縦の線

新しい線平行する線

下の線

やたらと長い線

途中で太く

断面三角形
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饕餮紋骨杯（図 10）
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図 9　

図10　

細くて鋭い線

細くて鋭い線

右側の線（上から続く）

断面三角形



図11　 図 12　

斜めに入った傷

縦に入った傷

上からの線

下からの線

逆 V 字形の構造

細い渦巻き

削った痕

f 字形の眉毛

際立たせるための削り

凸になった部分 全体を彫り下げている

太い帯状の角
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骨龍頭笄（図 13）
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質問者
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図14　

角の輪郭

突出した目

孔

外からのカット

刳り抜き（直線的）

膨らむ（孔？）

細かい渦巻き



饕餮紋尊（図 15）
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饕餮亀紋壺（図 17）
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図 15　

線が止まっている

出っ張った部分

彫り残し
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図17　

図 18　

右からの彫りが止まる

細い渦巻き

三角形状の突出

出っ張った部分

ギザギザ（凹みのなかに段）



獣首鏡（図 19）
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図19　 図 20　
彫り残し

間が潰れる

「作」

はみ出す

「且」
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六狻猊紋鏡（図 21）
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図 22　図 21　

鼻が枠線と重なる

爪が枠線に引っかかる

膨らんだ毛並み

変な凹み
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伯牙弾琴紋鏡（図 23）
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図 23　 図 24　

鳳凰

岩はっきり立ち上がる

「陰」

「陽」

四角い枠

ざらざら（鋳肌）

つるつる

研磨痕

前半が詰まる最後でまた詰まる

後半かなり広い
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図 25　

「瓊」

「瑤」

線の一部が二重

「心」
線全体が二重
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図 26　

「影」

「景」が大きい

「彡」を書き足した（？）
削った痕跡
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